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水稲収穫機械の倒伏適応性に関する研究

大内　誠一・鷲足　文男・岩淵　竜夫

遠山　勝雄・菅原　信義

（宮城県鳥試）

1．　ま　え　が　き

最近の水稲収穫綾械発達の中で，わが国独自に開発

された／てインダー，自脱型コソバイソはその性能と能

率の点で注目され，急激な導入をみつつある。

このように収穫機械が急速に普及したのは，秋の収

稔時の雇用労力の確保が困難になったためであり，ま

た兵家の収穫機械に対する期待が非常に大きいことを

意味する。

以下，バイソダーや自脱型コンバインが刈取り時の

稲の状態や機械の使い方によって，作物に対する倒伏

適応性や作業精度がどのように変わるかについて行な

った試験の結果を報告する。

第1表　　試　験　区　の　構　成

2．　試験方法と結果

1．　バイソダー

（1）試験方法

打）試験場所　仙台市岡田字前田

桓）試験期日　昭和45年9月25日～28日

卜）供試機械　　クボタバインダー

巨）試験区の構成く第1表）

ホ）作物条件（第2表）

品　　種　　ふ系占9号

裁縫様式　　245C郡は245の翌

栽培法　　手値移値正粂植

N・ほ場条件（集う表）

（2）試験成績

作業精度調査（第4表）

HC－500

90 0 40 0 50 0 15 0

左 左 追 向 右 左 追1 向 右 左 退

立毛角

倒伏方向 向

注．
左一左側倒伏．　　　追一追い刈り

右一右側倒伏．　　　向一　向い刈り

第2表　　作　物　の　条　件

9 0 8 4 0 0 5 0 0 1 5 0

左 左 追 向 右 左 過 向 右 左 追

1 15 ．5 1 1 5．8 1 1 5 ．5 1 1 7 5 1 2 0．0 1 1 7 8 1 1 1．5 1 18 ．5 1 1 9．5 1 2 ‡ 5 1 8 6 ．4 1 2 5．5

18 ．5 2 0．5 2 m 5 2 0．4 2 0．0 18．2 1 鼠 2 1 鼠 0 1 9．8 1鼠 5 1 9．0 1 9．4

7 鼠 5 4 8．2 5 8 ．d 2 9．0 2 2 ．5 19．5 2 0．7 2 0．0 1 8．5 D 0 0

8 8 ．8 5 8 7 4 9．0 5 4 0 4 5 ．0 2 2 ．5 5 1．8 うえ0 2 8 ．5 1ロ．0 乳 8 1 0．5

7 6．7 5 8．8 5 5 ．5 5 m O 5 0．0 15 ．0 1 占．7 1 8．0 18．5 D D 0

2 4 5 2 占．0 2 6．0 2 4 5 2 4 5 2 4 5 2 8．0 24 5 2 4 5 2 占．0 2 8 ．0 2 8．0

d d ．8 d Z d ‘Z d 8 6．8 8 8 ．8 8 °．8 d Z d 8 8．8 d 占．8 d Z d ‘ス‘ 掃 ‘

向

区



東　北　農　業　研　究　第15号　　　　　　　　　　　　　　109

第5表　　圃　場　の　条　件

　 区 l

項 目

9 0 0 40 0 50 0 15 0 D O

左 左 追 】　向 右 左 追 向 右 左 追 向

大 指 5 （Ⅶ 5．5 0 5．5 7 5．4 2 5．8 0 5．5 0 5．5 7 5．8 0 5．5 7 5．4 2 5．0 0 5．4 0 5．4 0 5．0 0

型 5　m 5．5 7 5．5 0 5．5 5 5，5 8 5．5 7 5．5 2 5．5 8 5．5 2 5．5 5 5．1 5 5．d d 5．d d 5．1 5

＝l

l

ソ数

1 0 m 4 0 8 5．8 5 5．8 0 5．7 7 4 0 8 5．5 5 5．7 7 5．5 5 5．8 0 5．8 8 4 5 d 4 5 2 5．8 8

1 5 と7円 4 1 2 4 2 2 4 1 8 4 5 5 4 1 2 4 2 5 4 5 5 4 2 5 4 1 8 5．1 8 5．2 1 5．2 1 5．1 （5

（K ク／ C撼 ） 2　0 cm 4 4 0 4 8 2 4 7 7 4 7 0 4 4 （〕 4 °0 4 7 0 4 8 0 4 7 7 ‘．0 8 8．0 5 8．0 5 8．0 8

矩 形 板 沈 下 量

（5 D K ダ／ C椚 ）
n l O 0．1 5 0．1 2 8 1 5 0．1 5 n 1 2 n l l 0．1 2 0．1 5 0．2 5 0．2 0 0．2 D 0．2 5

士　　　　　　 性 埴　　　　 壌　　　　 土

ほ 場 表 面 の 状 態 普　　　　　　　　　　 通

乾　 湿　 の　 程　 度 乾

雑　草　の　有　無 な　　　　　　　　　　　　し

第4表　　作業精度調査成績

9 0 0
1 4 0 0

5 0 0 1 5 0

左 左 追 向 右 左 退 向 右 左 追

n 5 0 m 5 5 0．5 0 8 2 9 0．2 9 n 2 9 0．5 2 n 2 9 n 2 8

刈

n 2 8

刈

ヱ8 6．7 5．9 8．占 7 ° 鼠2 1 0．2 ス7 7 5 1 1．1

5 5．8 5 5．8 4 9．6 5 5．9 5 4 ° 5 5．2 5 7 8 5 2．4 5 1．5 4 1．2

1 1 1．8 1 1 0．1 1 0 8．4 1 2 5．4 1 1 0．9 1 1 5．2 9 8．4 1 2 5．7 1 2 0．1 取 1 4 9．d 取

4 8 8 2 7 1 8．8 8．8 8．5 鼠7 7 4 8 5 不 1 0．5 不

1 4 0 9 1 4 5 9 1 8 0 8 1 4 5 6 1 4 1 8 1 4 5 8 1 7 4 2 1 5 2 5 1 4 7 5 能 1 2 8 5 能

1 8．0 2 0．9 2 0．5 1 Z 8 1 8．4 1 エフ 1 8．5 1 ヱ4 1 a O 1 8．5

5 m 5 5 0．0 5 0．8 5 m 5 5 0．4 5 0．8 5 0．8 2 9．7 5 1．0 2 9．7

2 2．1 2 0．8 2 0．8 2 2．4 2 2．4 2 2．0 2 0．d 2 2．0 2 2．2 2 2．5

2 ヱ1 5 1．5 5 2．5 2 占．1 2 8．5 2 8．6 5 2．7 2 5．9 2 8．4 2 4 2

0．0 5 n O 5 8 0 4 0．0 7 n O 5 n O 5 n O d n 1 2 0．1 0 0．0 9

0 0 n O l 8 0 2 0．8 2 n D 4 0．0 5 0．1 5 n O 8 0．1 0

n O 5 0．0 5 n O 5 8 0 9 0．0 7 m D 9 a D 9 n 2 7 0．1 8 0．1 9

区

項　目

刈取速度（7ル亮ec）

刈　　　　高（∽）

並　び　角（度）

束かんかく（dⅥ）

根本のずれ（爪）

1束　重　量（グ）

結束　位　置（（初）

束　周　　長（ロ乃）

10Eg荷重局長（Cの）

縮　小　率（％）

ヘ　ッドロ　ス（％）

刈　残　し（％）

損　失　計（％）
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（3）結果の概要と考察

レ）作物条件

作物全長が111．5～1275mとやゝ長かったが，立

毛角はほは計画値に近いものを供試することができ

た。

桓）は場条件

供試は場は連日の好天により乾燥し，大型コーソ指

数は5．OKg／C房を越え，また矩形板沈下量は0．1～825

m程度で，走行条件は良好であった。

い　作業精度

刈取り速度は各区とも1速で行なったので大差がな

かったが，立毛角と刈高の関係についてみると，完全

倒伏の向い刈りが11．5cmと最も高く，倒伏度合が大き

くなるほど高くなる傾向にある∪

束かんかくは立毛の密度で異なるのは当然である

が，並び角，放出位置は倒伏度合が大きくなると乱れ

やすくなる。

結束位置，束周長，縮小率は各区とも大差なく，立

毛角による影響は判然としない。しかし，板本のずれ

は立毛角が′J＼さくなるほどずれが大きくなり，特に完

全倒伏の向い刈りが乱れが大きかった。これは引き起

された稲の乱れが，整流されずに結束部に搬送された

ためである。

穀粒損失は1．ロ％以下であるが，倒伏度合が大きく
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なるほど，刈残しやヘッドロスが多くなっている。な

お，完全倒伏の追い刈り区は引き起こし装置が有効に

働らかず刈鼓しが多く，完全倒伏の右側倒伏区は，刈

取り稲がスムーズに擦送されず詰まりを生じたため，

作業不可能となった。

以上の結果，倒伏稲をバインダーで刈り取る場合の

作業方向としては左側倒伏の状態で作業した方が作業

視野の確保の面からも望ましい。また，2粂刈りバイ

ンダーの場合，正粂値よりも並木値のほうが運転が楽

である。倒伏適応性は走行条件の良いは場であれは，

立毛角15度前後の強度な倒伏でも補助デ／エイダーを

装着し，刈り取り方法を考慮して行なえは精度的には

刈り取りは可能である。

2．日脱型コンバイン

（11試験方法

レ）試験期日　　昭和45年9月18日

（ロ）試験場所　　仙台市長喜城字屋敦

（バ　供試機械　　サトー自脱型コンバイン　H工ト50

（⇒　試験区の構成（第5表）

囲　作物条件（第8表）

（2）試験成績（第7表）

第5表　試験区の構成

5 0 0

向 追 向 追 向

注．
向　一　向い刈り

追　一追い刈り

第8表　作物の条件

　 区

項 目

50 0 150 D O

向 追 向 退 匝」 追

立　 毛　 角 （度 ）5 1．0 5n O 1占．0 12．0 7 7 6．0

草　　　　 丈 （m ）87 9 94 9 99．5 10 1．7 1D5．9 10 1．5

穂 先 地 上 高 （cm ）45．0 58．0 28．5 22．5 15．5 10．2

品　　　　　　　 種 フ ジ ミ　ノ リ

成　　　 熟　　　 度 や　 ゝ過　 熱

裁　 縫　 密　 度 5 4 0 （ⅦX 1 2．0で椚

1 ㌦ 当 り穂数 （本 ） 5 2 4 8

叛　 水　 分 （％ ） 2 2．8

梓　 水　 分 （％ ） 7 2．8

10 a 当 り収量 （K g ） 4 2 5．0

第7表　試験　成績

　 区

項 目

5 0 0 15 8 0 0

向 追 同 追 向 退

刈 取 速 度

（m ／ s e c ） 0．2 7 0．5 5 n 2 8 0．2 9 0．2 9 0．28

刈　　　 高 か超 8．5 8．5 占．5 6．5 Z D 7 5

自　 然　 ロ　 ス 陶 0．2 n 4 0．5 0．4 n 4 n 2

へ 落　 下 粒 （殉 0，18 0．D 2 ロ．0 5 a O 5 0．5 5

0

2．2 5

n O 4

ツ

ド

ロ

落　　 穂 （殉 0 0 0 0 0

刈　 残　 し（殉 0．4 2 0．1 4 0．5 8 1．0 1 8．8 8

ス 計　 陶 0．8 0 n ld 0．8 5 1．0 4 2．8 0 8．9 2

穀 粒 口 重 量 （の 24 7 5 5 7 4 0 5 08 0 4 14 0 5 75 0 4 0 6 0

排 ワ ラ 重 量 （の 98 0 0 8 5 4 0 7 9 0 5 9 9 8 0 8 8 5 0 9 2 5 5

ス
さ さ り粒 （刻 0．1 0 0．2 2 n 4 7 n 2 1 0．4 d n 1 9

レ

ツ
シ

扱 き残 し物 1．5 8 ロ．d d 4 7 5 0．6 4 乳9 8 n d 4

ソ
グ

ひ さ ん粒 （勿 0．5 9 0．8 8 2．8 1 1．0 7 2．5 2 1．7 1

ロ
ス

計　 （刻 2．0 7 1．74 8．0 1 1．9 2 1 2．7 4 2．5 4

仝　 損　 失 （殉 2．6 7 1．9 0 a d 4 2．9 d 1 5．4 4 1 1．4 8

穀
精　　 粒 （殉 85．5 5 8．1 占0．8 8 8．8 8 5．0 占え9

粒 脱 梓 粒 （鈎 a 5 0．1 0，1 n 2 0．7 0．5

口

試

音 響 露 ㈲
25，8 2 0．9 5 0．5 2 0．9 18．4 2 1．9

料

の

孟 管 毘 掬
0．8 0．5 1．4 n 5 0．4 0．2

内

訳

批　 （殉 鼠d 2 0．2 ス2 9．1 1 5．2 ヱ1

ワ　 ラ 唐 物 0．2 n l 0．2 0．5 0．2 0．4

（3）結果の概薯と考察

ヘッドロスは立毛角が小さくなるに従って増加の

傾向にあり，特に00の追い刈りは刈残しが多くなって

いる。

スレッシソグロスは立毛角が小さくなると多く発生

しているが，これは引き起された稲が整流されずに扱

き胴に入ったためと思われる。また，穀粒口試料の内

訳をみると，枝梗付着粒がかなり多くなっている。

以上の結果から倒伏歩合の強度な稲になると損失が

多くなるので，今後の問題点として左右倒伏に対する

適応性，風雨により障害を受けたうず巻状態に倒伏し

た稲への適応性をも検討する必要があり，それらに対
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する適応性のある機械の開発が望まれる。

自脱コ　ンバイ　ンの性能限界について

原田　昌彦・浅野　功三・橋本　重雄

（山形県負託）

1．　は　じ　め　に

自脱型コンバインは，昭和58年ころより試験販売

されていたが，農家に普及して実用化される段階まで

に至らなかった。昭和42年ころより再びコンパイソに

関する関心が高まるとともに，普通型コンパイソでは，

あまりに機械が大きくほ場整備が利用の第一条件であ

り，しかも穀粒損失が多く，損失を少なくすると機械

の価格の割に能率がそれほど大きくもない等の理由か

ら比薮的関心が低い。逆に自脱型コンバインでは，機

械作業精度も高く，機械自体の大きさも手ごろで，価

格も安く個別に導入できるし，小区画のほ場でも作業

ができるということで，便利で高性能の機械であると

して農家に受け取られた。

しかし，高精度の機械ではあるがその能率の面でど

うであろうか。簡単にロスが少なく穀粒口もきれいで

あり，乾燥機との連がりもまあ良いということから相

当数導入利用されているが，この利用する範囲は特定

第1表　　　供託機ならびに作物状態

なところに限定されている。すなわち，個別利用であ

り，1日当り収穫面着が50a程度であれはその収穫

期間中に全面酷を処理できるような農家群である。それ

以上の面積を有するところでは現在の自脱型コンバイ

ンの普及は開題がある。これら自脱型コソノミインリこつ

いてその連続試験・能率精度試験の結果から性能の限

界を知り得たので，その結果を報告する。

2．　試　験　方　法

1．供試機ならびに試験年次

供試した自脱コソ′ミインは，ヰセキHl）－50，

HI）－50A，H］〕－50RI　サトーH－50，クボ

タH7－125であり，試験年次は第1表のとおり昭和42

年より44年までの5カ年である。第1年次は連続し

て使用し機械の耐久性をみるとともにその中で精度試

験を行ない，第2，5年次は能率精度試験のみを行な

い機械が持つ処理能力の限界値の把握を行なった。

年　　 次 供　　 試　　 機 刈　 取 時　 期 作　　　　　 物　　　　　 状　　　　　 態

昭 和4 2年 ヰ セ キ H I）－ 5　0

8　月 2　°日

連 続耐 久 試 験

品種 ：フジ ミノ リ ・で わ み の り ・さあ の は な等

～ 平 均 全 長 ：8 0 ～ 110 の乃

1 0 月　 5　 日 精 度 試 験

品種 ：フ ジ ミノ リ， 平 均 全 長 ：9 0 ～ 110 m

穀 粒 水 分約 2 8 ％

昭 和 45年

ヰ セ キ H I）－ 5 0 A
9 月 2 8 日

（晴 ）

品種 ：で まっみ の り

サ ト－　　 H － 5　0 平均 全 長 ： 1 0 8．2の乃

クボ タ　H T － 12 5 立毛 角 8 1．d Q　　 穀 粒水 分 2 2 ～ 24 ％

昭 和4 4年 ヰ セ キ H I）－ 5 0 R
1 0 月 2　9 日

品 種 ：で わ み の り

平均 全 長 ： 112．5 cm　 立毛 角 ：7 0．2 0

（晴 ） 穀粒 水 分 ： 1 8．7 ％　 立毛 程 水分 ：d 5．．5 ％

出穂後 日数 ：8 0 日


